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会  議  次  第 
 

 

 

１ 開  会 

 

２ 議  事 

 ⑴ 報告事項 
① 「社会総ぐるみによる人づくり」の合言葉について     【資料１】 

 

② 「第６回うつのみや人づくりフォーラム」及び「第６回うつのみや地域

教育メッセ」の開催について               【資料２】 

 

③ 「うつのみや人づくりフォーラム」に係る団体紹介について 【資料３】 

 

 ⑵ 協議事項 

① 「社会の要請」の高まりへの今後の対応について      【資料４】 

 

⑶ 意見交換 

① 関東甲信越静社会教育研究大会（栃木大会）について    【資料５】 

 

３ そ の 他         

 

４ 閉  会 



任期　平成２５年７月1日～平成２７年６月３０日

№ 氏　　　名 区　　　分 備　　　考

1 矢 古 宇 好 道 学校教育関係者
栃木県高等学校長会宇都宮支部（宇都宮工
業高等学校長）

2 宇 賀 神 貴 学校教育関係者 宇都宮市中学校長会（田原中学校長）

3 德 永 幸 子 学校教育関係者 宇都宮市小学校長会（雀宮南小学校長）

4 今 井 政 範 学校教育関係者
宇都宮地区幼稚園連合会長（さくらが丘幼稚
園副園長）

5 福 田 治 久 社会教育関係者 公益社団法人宇都宮青年会議所　理事長

6 櫛 渕 澄 江 社会教育関係者 宇都宮市地域婦人会連絡協議会会長

7 坂 本 宏 夫 社会教育関係者 宇都宮市体育協会副会長

8 荻 野 久 一 社会教育関係者 宇都宮市文化協会理事

9 橋 本 裕 文 社会教育関係者 宇都宮市子ども会連合会会長

10 清 島 康 伸 社会教育関係者 宇都宮市ＰＴＡ連合会会長

11 吉 田 治 社会教育関係者 宇都宮市地域まちづくり推進協議会幹事

12 勝 田 健 一 社会教育関係者 宇都宮市青少年指導員会会長

13 伊 藤 三 千 代 社会教育関係者 晃宝宮っ子ステーションコーディネーター

14 小 池 操 子 家庭教育関係者 親学習プログラム指導者

◎ 15 廣 瀬 隆 人 学 識 経 験 者 宇都宮大学教授

16 河 田 隆 学 識 経 験 者 宇都宮共和大学教授

17 佐 々 木 一 隆 学 識 経 験 者 宇都宮大学教授

18 山 尾 貴 則 学 識 経 験 者 作新学院大学准教授

○ 19 駒 場 昭 夫 学 識 経 験 者 市議会議員

20 菊 地 公 史 学 識 経 験 者 市議会議員

◎ 委員長
○ 副委員長

宇都宮市社会教育委員名簿
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「社会総ぐるみによる人づくり」の合言葉の市民による投票候補作品について 

 

◎ 趣 旨 

  「社会総ぐるみによる人づくり」の合言葉の市民による投票候補作品について報告するもの 

 

１ 合言葉の募集結果 

 （１）募集期間 

  平成２５年１０月１日（火）～平成２５年１０月３１日（木） 

 

 （２）募集要件 

ア 社会全体が一体となって人づくりに取り組むことを促す言葉 

 ⇒家庭，地域，学校，企業など「社会総ぐるみによる人づくり」の機運醸成に貢献でき

るものであること 

⇒対象（保護者，団体等），活動主体（家庭，地域，企業等）を限定せずに使用できるも

のであること 

イ 子どもを育むために，「大人」に対して訴えかける言葉 

 ⇒大人が子どもの育成について役割と責任を自覚するとともに，大人一人ひとりが子ど

もの手本となるための行動目標にできるものであること 

ウ 市民の誰もが共有できるよう，分かりやすくメッセージ性がある言葉 

  ⇒一見で趣旨が理解できるものであるとともに，万人に共感が得やすい言葉であるもの 

 

（３）応募状況 

 ・応募総数 ２３５作品 

【数：作品】 

応募数 
年 代 

１０代以下 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 

２３５ １３２ １０ ２５ ３８ １３ １７ 

割合（％） ５６．３ ４．３ １０．６ １６．１ ５．５ ７．２ 

  

２ 合言葉候補の選定経過 

①事務局は，２３５件の応募作品の中から応募要件を満たすものを絞るとともに，教育委員会

事務局内の投票を行い，本市独自の人づくりの「合言葉選定候補」として２３件を提案。 

 

②うつのみや人づくり推進委員会委員は「合言葉選定候補」に投票を行い，決定。 

・推進委員１人につき３票の持ち票とし「合言葉選定候補」への投票を行い，市民による投

票を行うための最終候補を投票数に応じ，３～５つ選出。 

 

資料１ 
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３ 最終候補作品一覧 

番 号 合 言 葉 

１ 大人を見つめて子どもは変わる 

２ 子どもから大人まで 人間力向上宣言 宇都宮 

３ 育もう 地域の愛で 子どもの未来 

４ 宮っ子の手本 大人が魅せます 宇都宮 

５ 大人が手本を見せます 宇都宮 

 

４ 市民による投票 

（１）投票期間 

平成２６年１月１４日（火）～平成２６年２月１５日（土） 

 

（２）投票方法 

 以下方法により投票を実施 

 ア 投票用紙による投票（郵送，持参，ＦＡＸ） 

   ※投票用紙は各地区市民センター等に投票箱及び投票用紙を設置 

 イ 市ホームページからのインターネット投票 

 ウ うつのみや人づくりフォーラムにおける投票（２月１５日） 

 

（３）最終選考 

最終選考は市民による投票結果，うつのみや人づくり推進委員会の協議結果を踏まえ，

宇都宮市及び宇都宮市教育委員会が行う。 

 

（４）合言葉の発表 

市長による合言葉の発表を行う。 

 

５ スケジュール 

  平成２６年１月１４日～ 市民による投票（～２月１５日） 

       ２月１５日  うつのみや人づくりフォーラム ※最終投票日 

       ３月１７日  うつのみや人づくり推進委員会（投票結果を踏まえた協議） 

         ２０日  教育委員会（審議） 

２７日  庁議（報告），市長による記者発表 



 

１ 

 

第６回うつのみや人づくりフォーラムの開催について 

 

◎ 趣 旨 

うつのみや人づくりフォーラムの開催概要について報告するもの 

 

 

１ 開催目的 

   「宮っこ未来ビジョン」の実現に向け，社会総ぐるみによる人づくりの推進を図るため，

学校や家庭，地域，企業等の人づくりの取組を広く発表し，情報交換を行うことを通して，

各主体が人づくりの重要性をともに考え，連携を深めるとともに，市民主体の人づくりの機

運醸成を図り，市民一人ひとりが行動を起こすきっかけとなるよう，事業を開催する。 

 

２ 事業名称 

  第６回うつのみや人づくりフォーラム 「夢をはぐくむまちうつのみや」 

～みんなで考えよう！今の自分にできること～ 

 

３ 開催日時・会場 

  平成２６年２月１５日（土） 午前９時３０分～午後２時３０分 

宇都宮市立南図書館，県立宇都宮工業高等学校 

 

４ 主 催 

   うつのみや人づくり推進委員会 

 

５ 対 象 

   宇都宮市内児童生徒，保護者，一般市民 約９，０００名 

 

６ 内 容 

（１）開会セレモニー 

「宇都宮の歌」「みや！！元気っ子たいそう」「宮っ子の誓い唱和」など 

 （２）子ども発表会「輝け！宮っ子ドリームステージ」 

    小学生～高校生で構成される団体等のステージ発表など 

（３）講演会及び読み聞かせ＆ミニコンサート 

    〔出演〕岩村和朗（絵本作家） 

大場俊一（大学名誉教授・ピアニスト） 

大場文惠（大学准教授・ピアニスト・本市教育委員会委員長） 

    〔内容〕岩村氏による基調講演 

岩村氏の「１４ひきのあさごはん」の読み聞かせ，大場両氏による楽曲連弾 

 （４）宮っこ体験コーナー 

子ども向け職業体験「宮っ子タウン」，プロスポーツ体験教室，スポーツフレンドパーク，

宇工連携ロボット教室，食と体験のコーナー 

（５）その他 

 授業力向上プロジェクトパネル展示，特別支援学級写真展，人づくり合言葉の投票 

うつのみや地域教育メッセ など 

  

資料２ 
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第６回うつのみや地域教育メッセの開催について 

 

◎ 趣 旨 

うつのみや地域教育メッセの開催概要について報告するもの 

 

１ 開催目的 

平成２５年３月に策定した「第２次宇都宮市地域教育推進計画」に掲げる地域教育の推進

を図るため，宇都宮市内を拠点に，地域で学んだことを生かし，現在活動を行っている，ま

たはこれから行う意欲のある市民活動団体，自主活動グループや市民が，活動紹介・情報交

換などの交流を通して，今後の活動の活性化や機会づくりの場となるよう事業を開催する。 

 

２ 開催日時・会場 

   平成２６年２月１５日（土） 午前９時３０分～午後２時３０分 

   宇都宮市立南図書館（ギャラリー等） 

※「第６回うつのみや人づくりフォーラム」と同日開催 

 

３ 主 催 

   宇都宮市教育委員会（生涯学習課） 

 

４ 対 象 

   出展者：市民活動団体，各種ボランティア団体，マナビス登録講師等 

   来場者：一般市民（宇都宮市内の学校関係者・児童生徒や保護者を含む。）約９，０００名 

 

５ 内 容 

（１）出展団体のパネル展示 

        パネル展示，資料配布，説明 

（２）出展団体の体験コーナー 

工作や昔遊びなど，出展者による体験活動の実演 

（３）マナビス登録者紹介コーナー 

マナビス登録講師等紹介票の掲示や，マナビス登録者の自己ＰＲ 

（４）映像による本市の地域教育の取り組みやマナビス・出展団体（希望団体）の紹介 

     パワーポイントによる宇都宮市の地域教育の取り組みや，マナビス，出展団体（希望

団体）についての紹介・説明 

（５）地域教育・生涯学習指導員による学習相談とアテンド（会場の案内・説明） 

     ・地域教育指導員と生涯学習指導員による学習相談コーナー 

・メッセ会場の案内や説明（来場者に対する積極的な声かけ） 

（６）有識者による出展者インタビュー（宇都宮共和大学 教授 河田 隆 氏） 

     出展団体を対象に，各ブースインタビュー（１時間程度） 

 （７）出張！親学出前講座（生涯学習課職員）新規 

     来場者の中で子を持つ保護者を対象に，親学を実施する。 
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「社会の要請」の高まりへの今後の対応について 

 

◎ 趣旨 

  平成２５年３月に策定した第２次宇都宮市地域教育推進計画に基づき，「社会の要請」の高ま

りへの対応については「宇都宮市生涯学習推進本部」及び「社会教育委員の会議」において協

議・検討を行うとしており，今後の「宇都宮市生涯学習推進本部」及び「社会教育委員の会議」

の連携の仕組みについて協議するもの 

 

１ 「社会の要請」に即応した学習機会の必要性 

○ 社会情勢が激しく変化する中，地域社会が抱える課題も多様化・複雑化してきており，新

しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤とし

て飛躍的に重要性を増す「知識基盤社会」が進行してきていることから，学校教育はもとよ

り，社会教育の重要性が高まってきている。 

○ 中でも，市民が心豊かに安心安全な市民生活を送るためには，激しく変化する時代の潮流

の中で，必要性の高まっているテーマについて知識等を習得していくことが必要であり，さ

らに，社会教育行政としては，庁内関係部局との連携・協働により「社会の要請」に即応し

た学習機会を提供していく必要がある。 

○ また，現代の「社会の要請」については，毎年変化していくことが予想されることから，

「社会教育委員の会議」と「宇都宮市生涯学習推進本部」が定期的にやり取りのできる仕組

みを構築し，「社会教育委員の会議」からの意見を効果的に本市の施策事業に結びつけること

が必要である。 

 

２ 具体的方策（案） 

 ① 【５月頃】毎年，第１回目の「社会教育委員の会議」において，「社会の要請」として必要

性の高まっている学習テーマについて意見交換を行う。 

 ② 【９月中旬】意見交換の結果を集約し，第２回目の「社会教育委員の会議」において，本

市の生涯学習振興行政を所管する「宇都宮市生涯学習推進本部」への提言としてまとめる。 

 ③ 【１０月初旬】「社会教育委員の会議」からの提言の内容について，「宇都宮市生涯学習推

進本部」において翌年度，力点を置いて取り組むべき学習テーマとして協議・検討を行う。 

 

３ 今後のスケジュール 

  平成２５年１２月 社会教育委員の会議において協議 

  平成２６年 ２月 宇都宮市生涯学習推進本部において報告 

        ５月 社会教育委員の会議において「社会の要請」について意見交換 

        ９月 社会教育委員の会議において提言作成 

       １０月 宇都宮市生涯学習推進本部において協議 

 

 

資料４ 
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◎ 対応の流れ 

年月 社会教育委員の会議 宇都宮市生涯学習推進本部 

平成２６年 ５月 

第１回 社会教育委員の会議 

・ 「社会の要請」として必要性

の高まっている学習テーマにつ

いて意見交換 

 

６～８月 

 「市民に学習を提供する事業」に関

する調査 

 ・ 庁内各課が提供する生涯学習

振興事業について調査を行う。 

９月中旬 

第２回 社会教育委員の会議 

・ 第１回目の意見交換及び「市

民に学習を提供する事業」に関

する調査の結果を踏まえ，次年

度，力点を置いて実施するべき

施策事業について，宇都宮市生

涯学習推進本部に対する提言を

作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月初旬 

 第１回 宇都宮市生涯学習推進本部

会議 

 ・ 社会教育委員の会議からの提

言を踏まえ，次年度事業への反

映に向けて協議・検討を行う。 

１２月 

第３回 社会教育委員の会議 

 ・ 宇都宮市生涯学習推進本部に

おける検討の結果を報告 

 

平成２７年 ２月 第４回 社会教育委員の会議  

５月 

第１回 社会教育委員の会議 

 ・ 前年度の協議・検討結果，社

会情勢の変化などを踏まえ，「社

会の要請」として必要性の高ま

っている学習テーマについて意

見交換 

 

 

 

 

 

 



3 

 

◎ 生涯学習推進本部 

   生涯学習の継続的な発展に向けて，生涯学習推進に関わる施策事業について全庁的な連 

携・調整を図り，生涯学習を効果的・効率的に推進するため，「宇都宮市生涯学習推進本部」 

を設置している。 

   ○ 本部会議 

    ・構  成 本部長：教育次長 

          副本部長：市民まちづくり部次長 

          本部員：関係部次長等 

    ・所掌事務 生涯学習推進計画の策定，その他生涯学習の推進 

   ○ 幹事会議 

    ・構  成 委員長：生涯学習課長，副委員長：みんなでまちづくり課長 

          委 員：関係課長等 

    ・所掌事務 生涯学習推進計画の企画立案，生涯学習事業の推進，庁内の連絡調整 

   ○ 作業班 

    ・構  成 班長：生涯学習課長補佐，副班長：班長が指名 

          班員：幹事会議委員が指名 

    ・所掌事務 幹事会議の補助 

     

◎ 「社会教育委員の会議」と「生涯学習推進本部」の連携イメージ 

 

 

 
社会教育委員の会議 提言 生涯学習推進本部 

協議 

検討 

 

各部局での導入検討・企画・推進 

実施 

市民の学習機会の充実 

次年度テーマの決定 

生涯学習課 

 

支援 

【ヒト】講師派遣，企画支援 

【モノ】周知支援，場所提供 

【カネ】謝金等の経費負担 

 個人の自立 

 

社会を構成し 

  運営する力の養成 
人間力の向上 



 

 

資料５ 






















































